
ターゲット１　「笑顔とくしま・県民活躍」の実装　

　主要事業実施工程表（1-1 移住交流拡大！深化する地方創生）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

32 1-1-4 85

● 「阿波ふうど」の認知度向上及び県産食材の興味・関心を
持つ人の増加を図るため、徳島の食を応援する「阿波ふう
どスペシャリスト」の登録を推進します。
また、「阿波ふうど」の魅力や価値を発信し、食を目当て
に、国内外から多くの観光客が本県を訪れる「阿波ふうど
ツーリズム」を形成するとともに「美食の街・徳島」づく
りを推進します。＜農林＞

推進

　○阿波ふうどメニューフェア飲食者数
　　　('17) －→('22) 5千人 2千人 3千人 4千人 5千人

　○阿波ふうどスペシャリスト登録数
　　　('17) 175件→('22) 500件 250件 350件 450件 500件

　○「阿波ふうど」に関する＃(ハッシュタグ)※投稿件数
     （累計）
　　　('17) 214件→('22) 4,000件

1,000件 2,000件 3,000件 4,000件

　○「阿波ふうど」に関する＃(ハッシュタグ)投稿件数
     （累計）
　　　('17) 214件→('22) 7,000件

1,000件 2,000件 3,000件 7,000件

「『未知への挑戦』とくしま行動計画」改善見直しシート

　令和3年度の実績見込みが目標を大きく上回ると推計される
ため、成果・効果の更なる向上を目指し、「阿波ふうど」に関す
る＃(ハッシュタグ)投稿件数 （累計）の目標数値について上方
修正する。

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

農林

1
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ターゲット１　「笑顔とくしま・県民活躍」の実装　

　主要事業実施工程表（1-2 学び直しを支援！「リカレント教育」本格展開）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

46 1-2-1 88

● 「徳島県立総合大学校（まなびーあ徳島）」において、オ
ンライン等を活用した講座の充実や感染予防策の徹底な
ど、ニューノーマル形式に対応するとともに、生涯学習に
関するワンストップでの情報提供や、県民ニーズや社会情
勢を捉えた講座の充実により、ライフステージに応じたリ
カレント教育をはじめ、県民の生涯学習の一層の充実・強
化を図ります。＜政策＞

推進
● 「徳島県立総合大学校（まなびーあ徳島）」において、オ

ンライン等を活用した講座の充実や感染予防策の徹底な
ど、ニューノーマル形式に対応するとともに、生涯学習に
関するワンストップでの情報提供や、高齢者のデジタル・
デバイド解消に向けた講座等、県民ニーズや社会情勢を捉
えた講座の充実により、ライフステージに応じたリカレン
ト教育をはじめ、県民の生涯学習の一層の充実・強化を図
ります。＜政策＞

推進

　○主催講座受講者数
　　　('17) 96,668人＊→('22) 100,000人
　　　＊過去4年平均

100,000
人

100,000
人

100,000
人

100,000
人

　○「とくしまリカレント教育支援センター」の設置
　　　('19) 設置

　○高等教育機関と連携して開発するリカレント教育
　　プログラム数
　　　('17) －→('22) 14件（累計） 8件 10件 12件 14件

47 1-2-1 88
● 県内の講座情報や各種生涯学習情報をインターネットに

よって提供します。＜教育＞ 拡充

　○徳島県生涯学習情報システムへのアクセス件数
　　　('17) 99,666件→('22) 104,000件 101,000

件
102,000
件

103,000
件

104,000
件

○徳島県生涯学習情報システムへのアクセス件数
　　　('17) 99,666件→('22) 120,000件 101,000

件
102,000
件

103,000
件

120,000
件

49 1-2-1 88

● 次代の農林水産業を担う新規就業人材の育成・確保はも
とより、リカレント教育の推進による多様な担い手の育
成強化を図るため、農林水産3分野のサイエンスゾーンを
核に、産学官金連携による相乗効果を発揮させ、各分野
のアカデミー再構築による「とくしま農林水産未来人材
スクール」を新たに開設し、学生をはじめとする若者、
女性、障がい者、アクティブシニア等のキャリア形成・
スキルアップを支援します。＜農林＞

推進

　○農林水産業新規就業者数（累計）
　　　('17) 879人→('22) 2,280人 1,490人 1,760人 2,020人 2,280人

　○農林水産業リカレント教育修了者数（累計）
　　　('17) 152人→('22) 1,230人 540人 770人 1,000人 1,230人

  ○農林水産業リカレント教育修了者数（累計）
　　　('17) 152人→('22) 1,500人 540人 770人 1,000人 1,500人

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局

政策

教育

農林

令和３年度の実績見込みが目標値を上回ると推計されるた
め、成果・効果の更なる向上を目指し、徳島県生涯学習情報シ
ステムへのアクセス件数の目標数値について上方修正する。

令和３年度の実績見込みが目標値を大きく上回ると推計される
ため、成果・効果の更なる向上を目指し、目標数値を上方修正
する。

県政運営評価戦略会議において、「オンライン講座に対する高
齢者のサポート体制について、デジタル・デバイド解消という観
点で検討してもらいたい。」との御意見をいただいており、県立
総合大学校「まなびーあ徳島」では、オンライン等を活用した講
座を推進する上で、高齢者に対し必要となる知識やスキルを高
める講座を充実させる必要があるため。
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ターゲット１　「笑顔とくしま・県民活躍」の実装　

　主要事業実施工程表（1-3 人生100年時代！健康寿命延伸へ「フレイル対策」展開）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

62 1-3-1 91

● 人生100年時代をリードする「健康寿命先進県」の実装を
図るため、県民総ぐるみによる「フレイル予防作戦」を展
開するとともに、アクティブシニアが主役となる「集いの
場」の創出を新しい日常のもとで推進します。＜保健＞

推進

　○「フレイル予防実践ガイドブック」の作成
　　　('20) 作成

　○「フレイルサポーター」養成数（累計）
　　　('17) －→('22) 200人 50人 100人 150人 200人

　○「フレイルトレーナー」養成数（累計）
　　　('17) －→('22) 40人 10人 20人 30人 40人

　○介護保険施設における「健康にぎわいの場」実施
　　施設数（累計）
　　　('17) ー→('22) 12施設 4施設 8施設 8施設 12施設

○介護保険施設等における「健康にぎわいの場」実施
    施設数（累計）
　　　('17) ー→('22) 12施設

　○シニアフィットネスの開催市町村数（累計）
　　　('17) ー→('22) 8市町村 4市町村 8市町村

63 1-3-1 92

● 「元気なあわっ子憲章」のもと、子どもたちが健康につい
て学び、自ら考え、実践できるよう、学校・家庭・地域・
専門機関等が連携して取り組みます。特に、子どもたちの
望ましい生活習慣の定着を図るため、すべての小中高校で
生活習慣改善計画を策定し、タブレット端末を活用して、
身長・体重を定期的に記録、グラフ化し、成長曲線と対比
するなどの実践に取り組むことにより、肥満予防・肥満対
策、生活習慣病予防対策を推進します。
さらに、地場産物を活用した学校給食の推進や、食に関す
る指導の充実のために、栄養教諭の配置を拡充し、徳島の
産物や食文化への理解を深めるなど、徳島ならではの魅力
ある食育を推進します。＜教育＞

推進

　○肥満傾向の児童生徒数（小中学校）
　　　('17) 4,979人→('22) 2017年度比6％減 1.5%減 3%減 4.5%減 6%減

　○学校給食に地場産物を活用する割合
　　　('17) 35％→('22) 35％ 35% 35% 35% 35%

○学校給食に地場産物を活用する割合
　　('17) - →('22)65％

65%

　○小中学校への栄養教諭の配置人数
　　　('17) 57人→('22) 64人 61人 62人 63人 64人

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

　新型コロナウイルス感染症への対応のため，オンライン等を
導入するなどの実施手法を見直し，当初の目標数を目指す。
あわせて「健康にぎわいの場」を地域の公民館・集会施設など
「介護保険施設」に限定せず，幅広く実施する。

令和3年度より国の調査が食材数ベースから金額ベースに変
更になったため。国の第４次食育基本計画による。

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局

保健

教育
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ターゲット１　「笑顔とくしま・県民活躍」の実装　

　主要事業実施工程表（1-3 人生100年時代！健康寿命延伸へ「フレイル対策」展開）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

67 1-3-1 93

● 「健康・防災」のリバーシブルな役割を担う西部健康防災
公園を「健康づくりの拠点」とするため、オンライン等を
活用し、障がいの有無にかかわらず、誰もが気軽にスポー
ツを楽しむことができる環境づくりを推進するとともに、
防災や健康意識の醸成に向けた講座を積極的に開催するな
ど、公園の利活用拡大を図ります。＜西部＞

推進

　○「西部健康防災公園」を活用したスポーツやレクリ
      エーションでの利用者数
　　　('17) 91,772人→('22) 10万人以上 10万人 10万人 8万人 10万人

   ○「西部健康防災公園」を活用した障がい者スポーツ
　　交流会等への参加者数
　　　('17) －→('21) ～('22) 年間200人以上

200人 200人

　○オンライン等を活用した
　　「防災」及び「健康増進」講座の実施回数
　　　('17) －→('21) ～('22) 年間45回以上

45回 45回
○オンライン等を活用した
　「防災」及び「健康増進」講座の実施回数
　　('17) －→('22) 100回以上

45回 100回

71 1-3-2 93

● 保育士の業務負担の軽減や保育の質の向上を図るため、意
欲のある高齢者の人材育成を行うとともに、保育現場への
就労を支援する県版「保育助手」制度を創設し、アクティ
ブシニアの保育現場での就業を促進します。
（再掲）＜未来＞

推進
● 保育士の業務負担の軽減や保育の質の向上を図るため、意

欲のある高齢者の人材育成を行うとともに、保育現場への
就労を支援する県版「保育助手」制度を創設し、実施主体
である市町村との連携強化を図ることにより、アクティブ
シニアの保育現場での就業を促進します。＜未来＞

推進

　○支援制度を活用した「保育助手」雇用施設数（累計）
　　　('17) －→('22) 50施設 10施設 25施設 40施設 50施設

72 1-3-2 94

● 「徳島県立総合大学校（まなびーあ徳島）」において、オ
ンライン等を活用した講座の充実や感染予防策の徹底な
ど、ニューノーマル形式に対応するとともに、生涯学習に
関するワンストップでの情報提供や、県民ニーズや社会情
勢を捉えた講座の充実により、ライフステージに応じたリ
カレント教育をはじめ、県民の生涯学習の一層の充実・強
化を図ります。（再掲）＜政策＞

推進
● 「徳島県立総合大学校（まなびーあ徳島）」において、オ

ンライン等を活用した講座の充実や感染予防策の徹底な
ど、ニューノーマル形式に対応するとともに、生涯学習に
関するワンストップでの情報提供や、高齢者のデジタル・
デバイド解消に向けた講座等、県民ニーズや社会情勢を捉
えた講座の充実により、ライフステージに応じたリカレン
ト教育をはじめ、県民の生涯学習の一層の充実・強化を図
ります。＜政策＞

推進

　○主催講座受講者数
　　　('17) 96,668人＊→('22) 100,000人
　　　＊過去4年平均

100,000
人

100,000
人

100,000
人

100,000
人

　○「とくしまリカレント教育支援センター」の設置
　　　('19) 設置

　○高等教育機関と連携して開発するリカレント教育
　　プログラム数
　　　('17) －→('22) 14件（累計） 8件 10件 12件 14件

74 1-3-2 94

● 高齢者のスポーツ及び文化活動の推進を図るため、関係団
体と連携し、県健康福祉祭等の開催や全国健康福祉祭、関
西シニアマスターズ大会等への参加を推進します。
＜未来＞

推進
● 高齢者のスポーツ及び文化活動の推進を図るため、関係団

体と連携し、ニューノーマルに対応した県健康福祉祭等の
開催や全国健康福祉祭、関西シニアマスターズ大会等への
参加を推進します。
＜未来＞

推進

　○県健康福祉祭等の
　　スポーツ及び文化交流大会等の参加者数
　　　('17) 4,184人→('22) 5,000人 4,800人 4,870人 4,940人 5,000人

県政運営評価戦略会議において、｢高齢者の人材育成や保育
現場での活用を推進するためにも、市町村との連携を図ってい
ただきたい｣との御意見をいただいたことから、保育現場の状況
を熟知している市町村との情報共有や制度周知の徹底等、さ
らなる連携強化を図る。

県政運営評価戦略会議において、「オンライン講座に対する高
齢者のサポート体制について、デジタル・デバイド解消という観
点で検討してもらいたい。」との御意見をいただいており、県立
総合大学校「まなびーあ徳島」では、オンライン等を活用した講
座を推進する上で、高齢者に対し必要となる知識やスキルを高
める講座を充実させる必要があるため。

西部

未来

コロナ禍においても高齢者が健康で活躍できる社会を構築す
るため、全国健康福祉祭が中止、また県健康福祉祭について
も一部中止となったものの、「とくしまアラート」が引き下げられ
たのちは、感染対策を講じた上で、競技団体と連携し、県健康
福祉祭を実施した。
引き続き、高齢者のスポーツ及び文化活動の推進を図る必要
があるため、ニューノーマルへの対応を追加する。

西部防災館において、小学生向け防災体験等の「防災」講座
及びヨガ教室等の「健康増進」講座を積極的に開催し、令和３
年度の実績見込みが目標値を大幅に上回ると推計されるた
め、講座の実施回数について上方修正する。

政策

未来

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局
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ターゲット１　「笑顔とくしま・県民活躍」の実装　

　主要事業実施工程表（1-4 県民総自己実現！「ダイバーシティとくしま」の推進）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

108 1-4-5 102

● 「男女共同参画総合支援センター」を核として、社会情勢
の変化や県民ニーズを踏まえた、講演会やセミナー、出前
講座をオンラインを併用して開催するなど、総合的かつ計
画的に男女共同参画を進めます。
また、さらなる女性活躍推進の加速化を図るため、「徳島
県男女協調週間（7／7～13）」を、「徳島県男女協調月
間（7月～8月）」に拡大させ、この期間に、女性も男性も
対象とした「啓発の場」として、男女共同参画啓発フェス
ティバルの開催など、各種啓発事業を集中的に展開すると
ともに、政策・方針決定過程への参画拡大等に向けた「学
びの場」である「とくしまフューチャーアカデミー」によ
り、女性活躍や次世代を担う人材の育成に取り組みます。
＜未来＞

推進

　○「フレアキャンパス」受講による実践的活動への
　　参加意欲向上度
　　　('17) 72％→('19) ～('22) 80％以上 80% 80% 80% 80%

　○「とくしまフューチャーアカデミー」修了者数
　　（累計）
　　　('17) －→('22) 100人 40人 60人 80人 100人

　○「とくしまフューチャーアカデミー」修了者数
　　（累計）
　　　('17) －→('22) 140人 40人 60人 80人 140人

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

令和３年度の「フューチャーアカデミー」修了者数の実績見込み
が目標値を大きく上回ると推計されることから「フューチャーア
カデﾐｰ」修了者数（累計）の数値目標について上方修正する。

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局

未来

5



ターゲット２　「強靱とくしま・安全安心」の実装　

　主要事業実施工程表（2-1 未知なる災害を迎え撃つ！「事前復興」の推進）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

165 2-1-2 116
● 自助・共助の要となる地域防災リーダーとして「防災士」

の資格取得を支援します。＜危機＞ 支援

　○「防災士」登録者数（累計）
　　　('17) 2,489人→('22) 3,800人 2,900人 3,200人 3,500人 3,800人

　○「防災士」登録者数（累計）
　　　('17) 2,489人→('22) ４,800人 2,900人 3,200人 3,500人 4,800人

　○「防災士」新規取得者数（人口10万人当たり）
　　　('17) 全国4位→('19) ～('22) 全国4位以内 全国4位

以内
全国4位
以内

全国4位
以内

全国4位
以内

169 2-1-2 117

● 県消防操法大会において、実践に即した水出し操法を実施
するなど、市町村と連携して、県下の消防団員の技術力、
迅速・的確な行動、規律、士気の向上を図ります。＜危機
＞

推進

　○消防操法大会の実施（隔年）
　　　('21) 実施（('23) 実施）

　○消防操法大会の実施（隔年）
　　　('22)  実施

170 2-1-2 117

● 女性消防団員の活動の活性化を図るため、広報・研修を実
施するとともに、「全国女性消防団員活性化徳島大会」を
誘致するなど、消防団活動における女性の活躍推進を図り
ます。＜危機＞

誘致 開催 推進

　○全国大会の開催
　　　('21) 開催

　○全国大会の開催
　　　('22) 開催

174 2-1-2 117

● 「防災・健康」のリバーシブルな役割を担う西部健康防災
公園を「広域防災・後方支援の拠点」とするため、関係機
関と連携した図上訓練や、オンライン等を活用し、西部防
災館における地域住民を対象とした防災や健康に関する講
座を開催するなど、公園の利活用拡大を図ります。＜西部
＞

推進

　○オンライン等を活用した
　　「防災」及び「健康増進」講座の実施回数（再掲）
　　　('17) －→('21) ～('22) 年間45回以上

45回 45回
○オンライン等を活用した
　「防災」及び「健康増進」講座の実施回数（再掲）
　　('17) －→('22) 100回以上

45回 100回

　○西部健康防災公園を活用した物流・広域受援の現地
   　訓練の実施回数
        ( '17)－→('21) ～('22) 年間2回以上

1回 1回 2回 2回

177 2-1-2 118

● 市町村が実施する自主防災組織の結成促進と活動活性化の
支援、避難所運営リーダーの養成、県民の「防災意識」の
向上を目的とした防災出前講座の開催に加え、オンライン
受講を取り入れた防災講座の開催により、地域防災力の強
化促進を図ります。＜危機＞

推進

　○「快適避難所運営リーダーカード」
　　交付者数（累計）
　　　('17) 224人→('22) 370人 280人 310人 340人 370人

　○「快適避難所運営リーダーカード」
　　交付者数（累計）
　　　('17) 224人→('22) 410人 280人 310人 340人 410人

　○防災出前講座受講者数
　　　('17) 26,384人＊→('22) 25,000人以上
　　＊過去3年平均 25,000

人
25,000
人

16,000
人

25,000
人

　○オンライン防災講座実施回数
　　　('17) ー→('22) 5回以上 3回 5回

　○「防災啓発サポーター」活動回数
　　　('17) 年間5回→('19) ～('22) 年間5回 5回 5回 5回 5回

危機

危機

危機

西部

危機

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

「新型コロナウイルス感染症」の感染拡大防止の観点から、主
催者において大会の延期が決定された。

西部防災館において、小学生向け防災体験等の「防災」講座
及びヨガ教室等の「健康増進」講座を積極的に開催し、令和３
年度の実績見込みが目標値を大幅に上回ると推計されるた
め、講座の実施回数について上方修正する。

部局

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

改善見直しの理由及び概要

　「防災士」登録者数について、令和３年度の実績見込みが目
標値を大きく上回ると推計されるため、成果の更なる向上を目
指し、令和４年度目標数値を上方修正する。

全国大会が令和４年度に延期されたことに伴い、「新型コロナ
ウイルス感染症」の感染拡大防止の観点から、県大会を令和４
年度に延期した。

　「快適避難所運営リーダーカード」の交付者数について、令和
３年度の実績見込みが目標値を上回ると推計されるため、成
果の更なる向上を目指し、令和４年度目標数値を上方修正す
る。

6



ターゲット２　「強靱とくしま・安全安心」の実装　

　主要事業実施工程表（2-1 未知なる災害を迎え撃つ！「事前復興」の推進）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

186 2-1-3 119

● 災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）、災害派遣精神医療チー
ム（ＤＰＡＴ）の養成や自然災害と感染症との複合災害へ
の対応を含む資質向上、要配慮者への支援の充実を図ると
ともに、病院ＢＣＰの策定を支援し、更なる災害医療体制
の向上を図ります。＜保健＞

推進
● 災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）、災害派遣精神医療チー

ム（ＤＰＡＴ）の養成や自然災害と感染症との複合災害へ
の対応を含む資質向上、要配慮者への支援の充実を図るた
め、訓練やオンラインを活用した研修等を行うとともに、
病院ＢＣＰの策定を支援し、更なる災害医療体制の向上を
図ります。＜保健＞

推進

　○ＤＭＡＴの体制整備
　　　('17) 28チーム→('22) 32チーム 29ﾁｰﾑ 30ﾁｰﾑ 31ﾁｰﾑ 32ﾁｰﾑ

　○「ＤＰＡＴ」（災害派遣精神医療チーム）の
　　　資質向上のための研修会の開催
　　　　('17) 2回→('19)～('22) ２回以上 2回 2回 2回 2回

　○ＢＣＰ策定病院数
　　　('17) 20病院→('22) 40病院 25病院 30病院 35病院 40病院

199 2-1-5 121

● 次世代エコカー（EV、FCV、PHV※等）の優れた蓄電・発
電機能が災害時の非常用電源として有効活用できることに
ついて、広く県民の理解を深め、普及拡大に繋げるため、
積極的な取組みの推進を図ります。＜危機＞

推進

　○イベントにおけるエコカーを活用した給電に関する
　　啓発活動の実施数（累計）
　　　('17) 4件→('22) 30件 15件 20件 25件 30件

　○イベントにおけるエコカーを活用した給電に関する
　　啓発活動の実施数（累計）
　　　('17) 4件→('22) 40件 15件 20件 25件 40件

危機

保健

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）工程（年度別事業計画）

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

令和３年度の実績見込みが目標値を大きく上回ると推計される
ため、成果・効果の更なる向上を目指し、エコカーを活用した給
電に関する啓発活動実施数の目標数値について上方修正す
る。

　DPATについて、令和２年度は、新型コロナの影響により、予
定していた集合・対面研修の実施回数が目標を達しなかった
が、令和３年度以降については、県全体の研修会のみならず、
災害発生時連携がより重要となる圏域での研修会や訓練等を
オンライン等活用して実施することにより発災時の対応・支援
の充実・強化を図る。

部局改善見直しの理由及び概要

7



ターゲット２　「強靱とくしま・安全安心」の実装　

　主要事業実施工程表（2-2 国土強靱化を牽引！「災害列島」から「安全安心列島」へ）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

208 2-2-1 123

● 津波避難困難地域の解消をはじめ、地域の安全性を確保す
るため、老朽化して危険な空き家・空き建築物の除却や市
町村における空家等対策計画の策定を支援し、災害に強い
まちづくりを進めます。＜危機・県土＞

推進

　○老朽危険建築物（空き家等）除却戸数（累計）
         ('17) 796戸→('22) 1,600戸 1,120戸 1,280戸 1,440戸 1,600戸

　○老朽危険建築物（空き家等）除却戸数（累計）
         ('17) 796戸→('22) 2,200戸 1,120戸 1,280戸 1,440戸 2,200戸

217 2-2-2 125

● 高規格幹線道路と一体となって高速交通ネットワークを形
成する地域高規格道路について、徳島環状道路、阿南安芸
自動車道の整備を促進します。＜県土＞

促進

　○地域高規格道路徳島環状道路（延長22.1km）の整備
　　　('17) 工事施工中→('22) 工事促進中

　○地域高規格道路阿南安芸自動車道（桑野道路）の整備
　　　('17) 用地買収中→('22) 用地買収促進中

　○地域高規格道路阿南安芸自動車道（桑野道路）の整備
　　　('17) 用地買収中→('22) 工事促進中

　○地域高規格道路阿南安芸自動車道（福井道路）の整備
　　　('17) 用地買収中→('22) 用地買収促進中

　○地域高規格道路阿南安芸自動車道（海部野根道路）の
　　整備
　　　('17) 調査中
　　　→('19) 事業着手・('22) 用地買収促進中

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

危機・
県土

　市町村と連携して取り組む老朽危険空き家の除却支援につ
いて、県民のニーズの高まりもあり、令和３年度の実績見込み
が目標値を大きく上回ると推計されるため、地域の安全性向上
に係る取組みを更に進めるよう、目標を上方修正する。

　ミッシングリンクの解消が、「５か年加速化対策」の対象事業と
なったことにより、令和２年度第３次補正においても工事費が配
分されるなど、事業の進捗が図られたため。

県土

8



ターゲット２　「強靱とくしま・安全安心」の実装　

　主要事業実施工程表（2-3 「命」と「健康」を守る！地域医療提供体制の充実強化）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

241 2-3-1 130

● 海部・那賀地域の医療提供体制を確保するため、医療従事

者の相互交流の充実を図るなど、「海部・那賀モデル※」を
推進するとともに、医師少数区域である西部圏域にもモデ
ルを展開します。＜保健＞

推進 全県展
開

● 海部・那賀地域の医療提供体制を確保するため、医療従事

者の相互交流の充実を図るなど、「海部・那賀モデル※」を
推進するとともに、県全域で病院間相互連携を図る「徳島
医療コンソーシアム」において、医療従事者の確保に係る
諸課題の解決を図ります。＜保健＞

推進 全県展
開

　○「海部・那賀モデル」の実装
　　　('22) 全県展開

244 2-3-1 130

● 団塊の世代が後期高齢者となり、医療や介護の需要が大幅
に増加すると見込まれる2025年に向けて、さらなる在宅
医療を推進するため、オンライン研修も含めた感染防止対
策も取り入れながら看護師、薬剤師等の医療従事者の質の
向上を図ります。＜保健＞

推進

　○特定行為研修を修了した看護師数（累計）
　　　('17) 11人→('22) 34人 19人 24人 29人 34人

　○特定行為研修を修了した看護師数（累計）
　　　('17) 11人→('22) 45人 19人 24人 29人 45人

　○在宅医療でのがん、緩和医療を担う薬剤師数（累計）
　　　('17) －→('22) 80人 20人 40人 60人 80人

246 2-3-1 131

● 少子高齢化が進むことから、血液製剤の安定供給の確保を
図るため、これからの献血を支えていく若年層に対し、献
血思想の普及を図ります。また、若年層への献血セミナー
やインターネット等を利用した各種啓発を実施し、献血者
の増加を図ります。＜保健＞

支援

　○高校生の献血率
　　　('17) 2.5％→('22) 2.9％ 2.6% 2.7% 2.8% 2.9%

　○献血推進動画の視聴回数
　　　('17) －→('22) 3,500回 2,000回 3,500回

　○献血モバイル会員登録者数
　　　('17) －→('22) 11,000人 9,500

人
10,000
人

10,500
人

11,000
人

　○献血モバイル会員登録者数
　　　('17) －→('22) 15,000人 9,500

人
10,000
人

10,500
人

15,000
人

252 2-3-1 131

● 県民医療の発展と地域医療の再生をめざす医療拠点である
「総合メディカルゾーン」については、隣接する県立中央
病院と徳島大学病院を本部、県立三好病院を西部セン
ター、県立海部病院を南部センターとし、それぞれ医療拠
点としての充実強化を図るとともに、相互の連携を推進す
ることにより、県下全域の医療の最適化に取り組みます。
＜保健・病院＞

推進

　○中央病院における救急医療機能の強化のための
　　ＥＲ棟（仮称）の整備
　　　('21) 着手

　○中央病院における救急医療機能の強化のための
　　ＥＲ棟の整備
　　　('21) 着手・('22)竣工

254 2-3-1 132

● 医療の質の向上や、患者及び医師の負担軽減を図るため、
５Ｇを活用した県立病院間の遠隔診療・遠隔診断を実施し
ます。＜病院＞

推進

　○5Gを活用した遠隔医療の推進
　　('17)－ →
　   ('20) 中央病院・海部病院間で実施・推進
　   ('21) 県立３病院間で実施・推進

　○5Gを活用した遠隔医療の推進
　　('17)－ →
　   ('20) 中央病院・海部病院間で実施・推進
　   ('21) 県立３病院間で実施・推進
      ('22) 中央病院ER棟に５G遠隔診療室の整備

保健・
病院

病院

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

特定行為研修修了看護師数について、令和3年度の実績見込
みが目標値を上回るため、年度別事業計画を見直し、令和4年
度の目標数値を上方修正する。

献血モバイル会員登録者数について、令和3年度の実績見込
みが目標値を上回るため、年度別事業計画を見直し、令和4年
度の目標数値を上方修正する。

保健

保健

中央病院「ＥＲ棟」に名称が確定したため。

中央病院において、早期に救命救急機能の強化を図るため、
ＥＲ棟工事の着手に続き、竣工に関する新たな目標を設定す
る。

圏域ごとの医療提供体制の確保から、県全域での「地域医療
の充実」や「医療の質の向上」へつなげるため、徳島県、徳島
大学など10団体（公立・公的13医療機関、R3.8には15医療機
関）の開設者及び代表者による「徳島医療コンソーシアム推進
協定」（R2.1締結）に基づく県全域の病院間相互連携により、医
療従事者の確保に係る諸課題の解決を図る。

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局

保健

　中央病院の地域医療支援機能を強化するため、ＥＲ棟建築
にあわせた５Ｇ遠隔診療室の整備を目標に設定する。

9



ターゲット２　「強靱とくしま・安全安心」の実装　

　主要事業実施工程表（2-3 「命」と「健康」を守る！地域医療提供体制の充実強化）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

258 2-3-3 133

● 新型インフルエンザ対策として、県民への迅速・的確な情
報提供、診療体制の整備、抗インフルエンザ薬の確保、ワ
クチン接種対応等、年間を通じた対応を推進します。
＜保健＞

推進
● 新型コロナウイルス感染症や新型インフルエンザ感染症

をはじめとする新興・再興感染症に関し、県民への迅
速・的確な情報提供、診療体制の整備、抗インフルエン
ザ薬の確保、ワクチン接種対応等、年間を通じた対応を
推進します。＜保健＞

推進

　○新型インフルエンザ等感染症の対策訓練
　　　('17) 実施→('19) ～('22) 毎年実施

1回 1回 1回 1回

　○新興・再興感染症の対策訓練
　('17) 実施→('19) ～('22) 毎年実施

保健

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要

今般の新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、新型インフル
エンザのみならず、今後、発生が危惧される「新興・再興感染
症」に対しても、医療機関との連携のもと、幅広く対応できるよ
う、項目の見直しを行った。

部局

10



ターゲット２　「強靱とくしま・安全安心」の実装　

　主要事業実施工程表（2-4 みんなで守り育てる！「安全安心な地域づくり」の推進）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

273 2-4-２ 135

● 「徳島県自殺対策基本計画」に基づき、行政及び民間団体
における相談機能の強化・連携体制の充実や、「徳島県自

殺予防サポーター」（ゲートキーパー
※
、傾聴ボランティア

など自殺予防、傾聴の研修受講者）の更なる養成に努める
とともに、自殺統計データやICTを活用し、地域の特性に応
じた具体的な取組を強化するなど、県民総ぐるみで地域に
おける自殺対策の推進を図ります。
＜保健＞

推進
● 「徳島県自殺対策基本計画」に基づき、行政及び民間団

体における相談機能の強化・連携体制の充実や、「徳島

県自殺予防サポーター」（ゲートキーパー※
、傾聴ボラン

ティアなど自殺予防、傾聴の研修受講者）の更なる養成に
努めるとともに、自殺統計データやICTを活用した地域の特
性に応じた具体的な取組に加え、Web・SNSを用いた動画
啓発や相談窓口の設置など、取組を強化し、県民総ぐるみ
で地域における自殺対策の推進を図ります。
＜保健＞

推進

　○自殺死亡率（人口10万人当たり自殺者数）
　　　('17) 16.4→('22) 13.0以下 13.0 以

下
13.0 以
下

13.0 以
下

13.0 以
下

　○自殺予防サポーター数（累計）
　　　('17) 32,750人→('22) 53,000人 41千人 45千人 49千人 53千人

275 2-4-２ 135

● 地域における生活保護受給者等の自立を促進するため、
生活保護受給者等就労自立促進事業等を展開するととも
に、自立相談支援機関等に「アウトリーチ支援員（仮
称）」や「企業開拓員（仮称）」を配置し、相談支援体
制の充実を図り、関係機関連携の下、生活保護になる前
の段階において、生活困窮者の就労自立等を促進しま
す。＜保健＞

推進
● 地域における生活保護受給者等の自立を促進するため、

生活保護受給者等就労自立促進事業等を展開するととも
に、自立相談支援機関等に「アウトリーチ支援員」や
「企業開拓員」を配置し、相談支援体制の充実を図り、
関係機関連携の下、生活保護になる前の段階において、
生活困窮者の就労自立等を促進します。＜保健＞

推進

　○生活保護世帯のうち働くことのできる
　　「その他世帯率」
　　　('17) 9.3％→('22) 8.5％ 8.9% 8.8% 8.7% 8.5%

  ○生活困窮者自立相談支援機関における
　  「支援プラン策定件数」
　　  ('17) 62件→('22) 90件 80件 90件

  ○生活困窮者自立相談支援機関における
　  「支援プラン策定件数」
　　  ('17) 62件→('22) 150件 80件 150件

281 2-4-4 137

● 食品衛生管理の国際標準である「ＨＡＣＣＰ」について、
「徳島県食の安全安心推進条例」に規定された「徳島県Ｈ
ＡＣＣＰ認証制度」に基づき、高度衛生管理基準適合施設
の認証を推進するとともに、食品事業者の自主的な衛生管
理の向上を支援し、県産食品の安全安心ブランドを確立す
ることにより、国内競争力の強化と輸出促進を図ります。
＜危機＞

推進

　○徳島県ＨＡＣＣＰ認証施設数（累計）
　　　('17) 30件→('22) 60件 45件 50件 55件 60件

　○徳島県ＨＡＣＣＰ認証施設数（累計）
　　　('17) 30件→('22) 63件 45件 50件 55件 63件

　○HACCPアドバイザー育成人数
　　　('17) ー→('22) 100人 40名 60名 80名 100名

保健

危機

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要

　自殺予防サポーターの養成、県民への啓発といった従来の
事業を推進するとともに、上半期増加傾向にあった高齢者への
自殺対策の強化やメンタル不調を抱える若者・女性に対する
Web上での動画啓発、各相談窓口に対し複雑化する事案への
丁寧な相談対応と他の窓口へのつなぎの依頼など自殺対策の
取組を強化し、目標達成を目指す。

部局

保健

　新型コロナの影響が長期化する中、生活困窮者に対する自
立助長に向けた支援の強化を図るため、自立相談支援機関に
おける要支援者に対する「支援プラン」の策定件数の目標数値
について上方修正する方向で見直す。
　生活保護受給に至る前の段階における生活困窮者の自立等
を促進することで、生活保護世帯のうち働くことのできる「その
他世帯率」の上昇を抑える。

「徳島県ＨＡＣＣＰ認証施設数」について、令和３年度の実績が
目標値を上回る見込みのため、更なる向上を目指し、目標値を
上方修正する。
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ターゲット２　「強靱とくしま・安全安心」の実装　

　主要事業実施工程表（2-5 野生鳥獣との共生！適正な関係構築と利活用の推進）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

実績値
（R2）

達成率
（R2）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

306 2-5-1 142

● 剣山山系等におけるニホンジカによる生態系被害を縮小する
ため、ピンポイントでの集中的な捕獲を実施します。また、
市街地に出没するイノシシによる生活環境被害や人身被害を
予防するため、都市部における危険度調査を実施します。＜
農林＞

推進

　○剣山山系におけるニホンジカの年間捕獲数
　　　('17) 14頭→('22) 100頭 30頭 50頭 75頭 100頭 202頭 100%

　○剣山山系におけるニホンジカの年間捕獲数
　　　('17) 14頭→('22) 200頭 30頭 50頭 75頭 200頭

　○都市部におけるイノシシの出没危険度調査の実施
　　　('17) －→('22) 5地区 1地区 2地区 3地区 5地区 3地区 100%

農林

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画） 実績 工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局

剣山山系におけるニホンジカの生息密度は高い状態が続いて
おり生態系被害も継続しているため，集中的な捕獲を強化する
必要があることから，数値目標を上方修正する。

１ 鳥獣被害対策と利活用の推進

12



ターゲット３　「発展とくしま・革新創造」の実装　

　主要事業実施工程表（3-1 全国を先導！第4次産業革命の実装）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

310 3-1-1 147

● 地域の課題解決や産業の振興を図るため、第5世代移動通信
システム（5Ｇ）によるイノベーションの創出や社会実装に
向けた取組みを推進します。
また、５Gの実用化促進を図るため、万代庁舎をはじめ県内
各所において、ローカル５Ｇ環境を整備します。
＜政策・経営＞

推進

　○5G活用事例数（累計）
　　　('17) －→('22) 4件 1件 2件 3件 4件

　○5G活用事例数（累計）
　　　('17) －→('22) ９件 1件 2件 3件 9件

　○ローカル５Ｇ環境を活用した県域高速ネットワーク
　　の構築
　　　('21) 構築

　〇県庁スケッチブック計画対応５G端末（累計）
　　　('17) －→('22) 650台 50台 650台

312 3-1-1 147

● 医療の質の向上や、患者及び医師の負担軽減を図るため、
５Ｇを活用した県立病院間の遠隔診療・遠隔診断を実施し
ます。（再掲）＜病院＞

推進

　○5Gを活用した遠隔医療の推進
　　　('17) － →
　　　('20)中央病院・海部病院間で実施・推進
　　　('21)県立３病院間で実施・推進

　○5Gを活用した遠隔医療の推進
　　('17)－ →
　   ('20) 中央病院・海部病院間で実施・推進
　   ('21) 県立３病院間で実施・推進
      ('22) 中央病院ER棟に５G遠隔診療室の整備

313 3-1-1 147

● Society5.0を支える社会インフラとなる「マイナンバー
カード」の取得を促進するため、健康保険証利用のメリッ
トはじめ、利便性を広く県民に周知するとともに、「自治
体ポイント」を県下全域に広め、利用可能店舗やサービス
の拡充を図ります。＜政策＞

推進
● デジタル社会を支える基盤となる「マイナンバーカー

ド」の取得を促進するため、健康保険証利用のメリット
をはじめ、利便性を広く県民に周知するとともに、国や
市町村と連携し、県民が申請しやすい機会やサービスの
提供を図ります。＜政策＞

推進

　○マイナンバーカード交付率（累計）
　　　('17) 8.8％→('22) 100％ 20% 40% 70% 100%

　中央病院の地域医療支援機能を強化するため、ＥＲ棟建築
にあわせた５Ｇ遠隔診療室の整備を目標に設定する。

部局

令和3年度の実績見込みが目標値を上回ると推計されるため、
成果・効果の更なる向上を目指し、5G活用事例数の目標数値
について上方修正する。

「自治体ポイント」が令和３年度で終了となることから、同ポイン
トに関する記載を削除し、県民が申請しやすい機会やサービス
の提供により、マイナンバーカードの取得を促進する。

改善見直しの理由及び概要

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

政策・
経営

病院

政策
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位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

317 3-1-1 148

● イノベーションを創出し、新たな時代をリードする企業人
財の育成のため、利便性の高いオンライン研修を基本に、
県内企業を支援する各種講座を実施することにより、技術
革新の進む「デジタル社会」にも対応する「強い組織」づ
くりの核となる人財育成を推進します。＜商工＞

推進
● 県内企業を支援する各種講座を実施することにより、Ａ

Ｉ，ＩｏＴ等、技術革新の進む「デジタル社会」へのマイ
ンドチェンジを促し、新たな時代をリードする組織変革の
核となる人財育成を推進します。＜商工＞

推進

　○企業人材育成研修の受講者数
　※平成長久館および長久館連携講座を合わせた受講者数
　　('17) 6,355人→('22) 6,800人 6,500人 6,600人 6,700人 6,800人

　○「第4次産業革命・ＤＸ関連講座」の受講者数
　　　('17) 227人→('22) 350人 260人 290人 320人 350人

　○平成長久館「特別塾」の開講
　　　('20)開講

332 3-1-2 151

● ＡＩ、ビッグデータ等革新技術の活用が増える中、ＩＴ
技術者の需要増加による県内企業の人材不足を解消する
ため、オンラインなどを活用し、海外からの人材を確保
する支援を行います。＜商工＞

推進

　○県内企業における外国人ICT技術者の受入れ
　　　('20) 受入れ

　○県内企業における外国人ICT技術者の受入れ
　　　('22) 受入れ

335 3-1-3 152

● デジタル社会実現に向けた取組を強力に推進するため、
「アクションプラン」を策定し、申請・届出・入札等の行
政手続の簡素化やオンライン対応、公文書の電子化、Ａ
Ｉ・ＲＰＡ等の革新技術の活用などを推進することによ
り、行政システムを変革し、県民の利便性向上を図りま
す。
また、公文書の電子決裁化を進めることで、文書管理の適
正化と行政運営の効率化を目指します。
＜経営・出納＞

推進

　○電子申請利用件数
　　　('17) 9,317件→('22) 22,000件 11,000

件
12,000
件

20,000
件

22,000
件

　○電子決裁システムの利用促進
　　利用率　('17) 84％→('22) 100％ 100%

　○定型業務にRPAを適用
          ('19) RPA本格実装・('20) RPA適用業務の拡充

　○物品の調達等に係る電子入札システム
　　　('21) 構築

　〇職員向けデジタル関係研修受講者数
　　　('17) 197人→('22) 500人 460人 500人

　〇職員向けデジタル関係研修受講者数
　　　('17) 197人→('22) 700人 460人 700人

　〇WEB会議設備常設県庁会議室数（累計）
　　　('17) － →('21) 5室 5室

県政運営評価戦略会議における提言を踏まえ、現状の渡航制
限の中では、実際の雇用・就職に繋げることは困難ではある
が、渡航再開後を見据え、オンラインを活用した「本県の魅力」
や「県内企業」の情報発信などにより、生活習慣や文化などの
相互理解を深め、２０２２年に受入れを行いたい。

　高度化・複雑化するデジタル技術に対応できる人材を育成す
るため、新たなデジタル関係研修を設けるなどの取組を進めた
結果、令和３年度の実績見込みが目標値を上回ると推計され
ることから、職員のデジタル関係研修受講者数を上方修正す
る。

県政運営評価戦略会議における提言を踏まえ、
また、企業人材のみならず、学生も対象となる講座があること
から、企業人材を削除したうえで、文章を変更。

経営・
出納

部局

商工

商工

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要
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ターゲット３　「発展とくしま・革新創造」の実装　

　主要事業実施工程表（3-2 ニューノーマル対応！観光誘客の拡大）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

345 3-2-2 155

● ニューノーマルに対応した観光スタイルとして、「安全・
安心な観光地づくり」はもとより、徳島の強みを活かした
「ワーケーション」や「ブレジャー」による滞在型観光の
推進、デジタルを活用した誘客促進、ＳＮＳ等による「徳
島の認知度向上」に繋がる魅力発信など、官民一体となっ
た戦略的な取組みを推進し、観光誘客、宿泊者数の増加を
図ります。＜商工＞

推進
● ニューノーマルに対応した観光スタイルとして、「安全・

安心な観光地づくり」はもとより、徳島の強みを活かした
「ワーケーション」や「ブレジャー」による滞在型観光の
推進、デジタルマーケティングの活用や、マイクロツーリ
ズムの促進による近隣県からの誘客促進、ＳＮＳ等による
「徳島の認知度向上」に繋がる魅力発信など、官民一体と
なった戦略的な取組みを推進し、観光誘客、宿泊者数の増
加を図ります。＜商工＞

推進

　○観光入込客数（暦年）
　　　('17) 1,951万人→('22) 1,980万人

1,995
万人

2,020
万人

1,360
万人

1,980
万人

　○年間の国内延べ宿泊者数（暦年）
　　　('17) 220万人→('22) 260万人

180
万人

260
万人

　○観光消費額（暦年）
　　　('17) 889億円→('22) 1,090億円 1,155

億円
1,170
億円

750
億円

1,090
億円

347 3-2-2 156

● 「徳島観光アプリ」の充実強化や地元ならではの観光、体
験、食などを組み合わせた着地型旅行商品の造成を推進す
るとともに、ＩｏＴ導入による「おもてなしタクシー」の
利便性向上など二次交通の充実を図ることにより、県内に
おける観光客の周遊と宿泊、リピーター来県を促進しま
す。＜商工＞

推進
● 「徳島観光アプリ」の充実強化やデジタルマーケティング

を活用し、地元ならではの観光、体験、食などを組み合わ
せた着地型旅行商品の造成を推進するとともに、ＩｏＴ導
入による「おもてなしタクシー」の利便性向上など二次交
通の充実を図ることにより、県内における観光客の周遊と
宿泊、リピーター来県を促進します。＜商工＞

推進

　○「徳島観光アプリ」のダウンロード数（累計）
　　　('17) －→('22) 6万件 1.5万件 3万件 4.5万件 6万件

　○「おもてなしタクシー」の指定数（累計）
　　　('17) 71台－→('22) 180台 120台 140台 160台 180台

348 3-2-2 156

● 本県の持つ豊かな自然や食材、伝承された知恵や技術、個
性ある郷土芸能など、本県ならではの地域資源を活用した
体験メニューを磨きあげ、教育旅行の受入促進や 特色ある
地域の文化を活かしたイベントの開催などによる誘客促進
を図ります。＜商工＞

推進
● 本県の持つ豊かな自然や食材、伝承された知恵や技術、個

性ある郷土芸能など、本県ならではの地域資源を活用した
体験メニューを磨きあげ、県内教育機関を含めた教育旅行
の受入促進や 特色ある地域の文化を活かしたイベントの開
催などによる誘客促進を図ります。＜商工＞

推進

　○体験型教育旅行における
　　延べ受入泊数（協議会受入）
　　　('17) 4,967泊→('22) 6,000泊 5,250泊 5,500泊 5,750泊 6,000泊

　○「国際“怪フォーラム”(仮称）」の開催
　　　('20) 開催

349 3-2-2 156

● 農山漁村での生活や農林漁業体験ができる「とくしま農林
漁家民宿」に対し、開業支援や新型コロナウイルス感染症
対策等のスキルアップを図ることにより、受入体制を整備
し、徳島の農山漁村地域への誘客を促進します。＜農林＞

推進
● 農山漁村での生活や農林漁業体験ができる「とくしま農林

漁家民宿」に対し、開業支援や新型コロナウイルス感染症
対策等の受入体制の強化を図るとともに，四国４県で連携
した広域でのPR活動の展開等により、徳島の農山漁村地域
への誘客を促進します。＜農林＞

推進

　○ニューノーマル対応とくしま農林漁家民宿数
　　　('17) － →('22) 40軒 30軒 40軒

　○ニューノーマル対応とくしま農林漁家民宿の宿泊者数
　　　('17) － →('22) 4,000人 2,000人 4,000人

観光誘客の強化を図るため、マイクロツーリズム（近場旅行）や
ワーケーションなどの新しい旅行スタイルを促進する。

効果的な観光誘客を促進するため、新たな観光需要等を即
座に把握し、観光ＷＥＢサイト等から取得したデータに裏付
けされた観光施策を展開する。

コロナ禍により高まっているマイクロツーリズム（近場旅行）の
需要を取り込むため、新たに県内教育機関の教育旅行を加え
る。

コロナ禍における移動自粛などの影響により、宿泊者が大幅に
減少する中、アフターコロナ時代の円滑な宿泊者受入れに向け
て、農泊ガイドライン等を踏まえたニューノーマル対応の受入
体制整備を推進することとし、令和３年度より数値目標を見直
しており、その目標達成に向け、取組の充実・強化を図る。

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

部局

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要

商工

商工

商工

農林
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ターゲット３　「発展とくしま・革新創造」の実装　

　主要事業実施工程表（3-2 ニューノーマル対応！観光誘客の拡大）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

351 3-2-2 156

● 映像を通じて徳島の魅力を発信するため、三好長慶の大河
ドラマ化にチャレンジするなど、徳島を舞台にした映画や
ドラマ等のロケを誘致・支援します。＜商工＞

推進
● 映像を通じて徳島の魅力を発信するため、三好長慶の大河

ドラマ化にチャレンジするなど、徳島を舞台にした映画や
ドラマ、海、山、川などの自然をテーマにした番組等のロ
ケを誘致・支援します。＜商工＞

推進

　○ロケ支援件数
　　　('17) 59件→('22) 85件 70件 75件 80件 85件

354 3-2-2 157

● 本県の優れた自然景観等を有する自然公園などについて、
自然景観等の保護や利用の増進を図るため、関係機関と連
携し、施設の効率的・効果的な整備を行います。＜危機＞

推進

　○登山道と四国のみちの再整備ルート数
　　　('17) 14ルート→('22) 17ルート 15ﾙｰﾄ 15ﾙｰﾄ 16ﾙｰﾄ 17ﾙｰﾄ

　○自然公園トイレの洋式化実施率
　　　('17) 29％→('22) 75％ 31% 41% 56% 75%

　○自然公園トイレの洋式化実施率
　　　('17) 29％→('22) 85％ 31% 41% 56% 85%

358 3-2-3 157

● 「アニメの聖地徳島」として、世界にアニメ文化を発信
し、地域の活性化、観光誘客の促進を図るため、国内外の
アニメファンが集う「マチ★アソビ」と、徳島の特色を活
かした「ＬＥＤデジタルアート」との融合による「ナイト
タイムイベント」をＡＲ技術を活用して開催することによ
り、感染拡大防止に配慮しながら、新次元の「驚きと感動
体験」を実現します。＜商工＞

開催
● 「アニメの聖地徳島」として、世界にアニメ文化を発信

し、地域の活性化、観光誘客の促進を図るため、国内外の
アニメファンが集う「マチ★アソビ」と、徳島の特色を活
かした「ＬＥＤデジタルアートイベント」を最新技術を活
用して開催することにより、感染拡大防止に配慮しなが
ら、新次元の「驚きと感動体験」を実現します。＜商工＞

開催

　○LEDデジタルアートとの融合によるナイトタイム
　　イベントの開催
　　　('20) 開催

　○LEDデジタルアートイベントの開催
　　　('22) 開催

363 3-2-3 158

● 世界初となるＤＭＶの本格営業運行を契機として、インバ
ウンドをはじめとする県南部の観光誘客を図るため、（一
社）四国の右下観光局や阿佐海岸鉄道(株)など関係機関と連
携し、観光周遊ルートづくりをはじめとするＤＭＶを活用
した魅力ある観光コンテンツを開発します。＜南部＞

開発 推進
● 世界初となるＤＭＶの本格営業運行を契機として、国内

外から県南部への観光誘客を図るため、（一社）四国の
右下観光局や阿佐海岸鉄道(株)など関係機関と連携し、Ｄ
ＭＶを活用した魅力ある観光コンテンツの開発を行うと
ともに、誘客促進に向けたプロモーションを推進しま
す。＜南部＞

開発 推進

　○ＤＭＶを活用した観光コンテンツの開発
　　　('20) 開発

感染拡大防止に配慮しつつ、県内クリエイターの優れた作品の
発表機会を提供するとともに、多くの県民にデジタルアートに触
れ、関心を高めてもらう場として開催することで、将来の人材育
成に繋げる。

自然をテーマにした番組等のロケについても誘致・支援するこ
とにより、本県の豊かな自然を活かした観光誘客を図るため。

令和3年11月10日の「第9回DMVの運行開始後導入協議会」に
おいて、DMVの世界初運行開始が同年12月25日に決定し、こ
れまでのDMVを観光資源として活用した観光コンテンツの開発
に加え、DMVを呼び水とした県南部での観光宿泊など周遊や
滞在促進につなげるための観光プロモーションをより強化する
必要があるため。

令和３年度の実績見込みが目標値を大きく上回ると推計される
ため、成果・効果の更なる向上を目指し、自然公園トイレの洋
式化実施率の目標数値について上方修正する。

商工

危機

商工

南部

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局
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ターゲット３　「発展とくしま・革新創造」の実装　

　主要事業実施工程表（3-3 世界へ雄飛！進化する徳島ブランドの展開）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

371 3-3-1 160

● 省エネルギー対策を推進するため、県管理道路における道
路照明灯等のＬＥＤ化を推進します。＜県土＞ 推進

　○あわ産ＬＥＤ道路照明灯（橋梁照明、トンネル照明を
       除く）の設置割合（累計）
　　　('17) 12％→('22) 32％ 19% 23% 27% 32%

  ○あわ産ＬＥＤ道路照明灯（橋梁照明、トンネル照明を
       除く）の設置割合（累計）
　　　('17) 12％→('22)61％ 19% 23% 27%

　
61%

387 3-3-3 164

● 「阿波ふうど」の認知度向上及び県産食材の興味・関心を
持つ人の増加を図るため、徳島の食を応援する「阿波ふう
どスペシャリスト」の登録を推進します。
また、「阿波ふうど」の魅力や価値を発信し、食を目当て
に、国内外から多くの観光客が本県を訪れる「阿波ふうど
ツーリズム」を形成するとともに「美食の街・徳島」づく
りを推進します。（再掲）＜農林＞

推進

　○阿波ふうどメニューフェア飲食者数
　　　('17) －→('22) 5千人 2千人 3千人 4千人 5千人

　○阿波ふうどスペシャリスト登録数
　　　('17) 175件→('22) 500件 250件 350件 450件 500件

　○「阿波ふうど」に関する＃(ハッシュタグ)投稿件数
     （累計）
　　　('17) 214件→('22) 4,000件

1,000件 2,000件 3,000件 4,000件

　○「阿波ふうど」に関する＃(ハッシュタグ)投稿件数
     （累計）
　　　('17) 214件→('22) 7,000件

1,000件 2,000件 3,000件 7,000件

406 3-3-5 168

● 県内木材需要の拡大を図るため、「徳島県県産材利用促進
条例」に基づき、県産材の利用拡大や新用途の開発、さら
には幅広い世代の方々に木材利用の意義、木材に関する知
識などを知ってもらう「木育」を推進し、県民総ぐるみの
木づかい運動を展開します。＜農林＞

推進

　○木育拠点施設の開設
　　　('21) 開設

新規
　　○木育拠点施設の年間来館者数
　　　  ('17) －→('22)10万人 10万人

　○県内の県産木材消費量
　　　('17) 13.8万㎥→('22) 18.3万㎥ 15.6

万㎥
16.5
万㎥

17.4
万㎥

18.3
万㎥

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局

　国の「防災・減災・国土強靱化のための５か年加速化対策」の
施策により、道路照明灯のＬＥＤ化事業を促進した結果、令和３
年度の実績見込みが目標値を大きく上回ると推計されるため、
成果・効果の更なる向上を目指し、道路照明灯等のＬＥＤ化に
ついて、目標を上方修正する。

　令和3年度の実績見込みが目標を大きく上回ると推計される
ため、成果・効果の更なる向上を目指し、「阿波ふうど」に関す
る＃(ハッシュタグ)投稿件数 （累計）の目標数値について上方
修正する。

農林

農林

県土

全国最大規模の木のおもちゃ美術館であり、高速道路のイン
ターチェンジに近いといった立地条件、全国姉妹美術館の来場
者数の状況を勘案し、年間１０万人の来館者数を目標として定
め、各部局をまたいだＰＲを行っていく。
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ターゲット３　「発展とくしま・革新創造」の実装　

　主要事業実施工程表（3-4 世界スタンダード！徳島未来教育の創造）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

414 3-4-1 170

● オンライン交流をはじめ、ニューノーマルに対応した体験
活動の形で、国際性豊かな児童生徒を育むため、日本人と
してのアイデンティティの確立や英語教育の充実を図ると
ともに、外国人との交流や体験活動の機会の提供及び海外
留学の支援により、異文化理解やコミュニケーション能力
の育成などを推進します。＜教育＞

推進

　○小学生の英語体験活動の年間参加者数（累計）
　　　('17) 371人→('22) 995人 590人 725人 860人 995人

　○小学校3、4年生対象「親子で学ぶわくわくイング
　　リッシュデイ」の創設
　　　('19) 創設

　○中学生の留学、英語体験宿泊活動の年間参加者数
　　（累計）
　　　('17) 136人→('22) 480人

270人 340人 410人 480人

○中学生の留学又は英語体験活動の年間参加者数
　　（累計）
　　　('17) 136人→('22) 480人

　○高校生の留学（疑似留学体験、海外語学研修を
　　含む）者数（7日以上）
　　　('17) 174人→('22) 240人 180人 200人 220人 240人

○高校生の留学（疑似留学体験、海外語学研修を
　含む）者数又は県主催のオンライン留学プログラム
  参加者数
　　　('17) 174人→('22) 240人

415 3-4-1 170

● 社会の諸課題に挑戦する高い志を持ち、社会の作り手とし
て各分野を牽引する人材を育成するために、教科や学問分
野について探究する合宿、社会や学校における課題解決を
図る会議等を行い、学校の枠を超えて切磋琢磨することを
通し、「ネクスト・リーダー」の育成を図ります＜教育＞

推進
● 新しい生活様式に対応して、オンライン学習と対面学習を組み

合わせた新しいリーダー育成プログラムを構築し、社会の作り
手として各分野を牽引する人材を育成するために、教科や学
問分野について探究する協議、社会や学校における課題解決
を図る会議等を行い、学校の枠を超えて切磋琢磨することを
通し、「ネクスト・リーダー」の育成を図ります＜教育＞

推進

　○主要大学（スーパーグローバル大学）進学者数
　　　('17) 290人→('19) ～('22) 毎年340人 340人 340人 340人 340人

　○東京大学、京都大学進学者数
　　　('17) 28人→('19) ～('22) 毎年44人 44人 44人 44人 44人

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

今年度については、数値目標の達成に向けて、小学校３年生
から高校生までのすべてのプログラムにおいてフルオンライン
キャンプに変更したが、来年度以降も状況に応じ、同様の対応
を行う。また、中高生の留学についても、留学フェアの開催等
留学促進事業を充実させ、実際に交流ができるようになるとき
まで留学の機運を下げないよう工夫していく。

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局

教育

新型コロナウイルス感染拡大に伴う新たな生活様式への移行
に対応し、オンライン会議やオンデマンドでのプログラムを実施
することで、課題解決や学問探究の体験の機会を提供する。

教育
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ターゲット３　「発展とくしま・革新創造」の実装　

　主要事業実施工程表（3-5 ポスト東京オリパラ！経済好循環へ）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

467 3-5-1 180

● Society5.0を支える社会インフラとなる「マイナンバー
カード」の取得を促進するため、健康保険証利用のメリッ
トはじめ、利便性を広く県民に周知するとともに、「自治
体ポイント」を県下全域に広め、利用可能店舗やサービス
の拡充を図ります。（再掲）＜政策＞

推進
● デジタル社会を支える基盤となる「マイナンバーカー

ド」の取得を促進するため、健康保険証利用のメリット
をはじめ、利便性を広く県民に周知するとともに、国や
市町村と連携し、県民が申請しやすい機会やサービスの
提供を図ります。（再掲）＜政策＞

推進

　○マイナンバーカード交付率（累計）
　　　('17) 8.8％→('22) 100％ 20% 40% 70% 100%

475 3-5-3 182

● 産業界との連携等により、テクノスクールの訓練内容の充
実強化を図り、複数の技能を有する人材や５Gなどの最新技
術に対応できる人材を育成します。また、子どもの頃から
の「ものづくり産業」に対する職業観の醸成を図るととも
に、ドイツ手工業会議所との職業訓練交流及び徳島版マイ
スター制度を推進します。＜商工＞

推進
● 産業界との連携等により、テクノスクールの訓練内容の充

実強化を図り、ニューノーマルに対応した手法を活用しな
がら、複数の技能を有する人材や５Gなどの最新技術に対応
できる人材を育成します。また、子どもの頃からの「もの
づくり産業」に対する職業観の醸成を図るとともに、ドイ
ツ手工業会議所との職業訓練交流及び徳島版マイスター制
度を推進します。＜商工＞

推進

　○テクノスクール訓練生の技能照査合格率
　　　('17) 77.7%→('22) 81.0%

78% 79% 80% 81%

　○離職者等に対する職業訓練の設定コース数
　　　('17) 39コース→('22) 47コース 41

コース
43
コース

45
コース

47
コース

　○ＤＸに対応できる技能者の養成数
　　   ('17) － → ('22)8５人 70人 85人

　○技能検定受検者数
　　　('17) 1,264人→('22) 1,440人 1,330人 1,360人 1,400人 1,440人

　○技能五輪全国大会、技能グランプリ等への出場者数
　　　('17) 4人→('19) ～('22) 年間10人 10人 10人 10人 10人

　○ドイツとの職業訓練交流における企業での実習日数
　　　('17) －→('19) ～('22) 年間3日 3日 3日 3日 3日

476 3-5-3 182

● 徳島県内における労働力不足の解消のため、「とくしま
ジョブステーション」や「すだちくんハローワーク」にお
いて、関係機関と連携し、若年者、中高年齢者、ＵＩＪ
ターン希望者等を対象に職業紹介や職業相談などを行いま
す。
また、プロフェッショナル人材戦略拠点において、地域金
融機関や民間人材サービス事業者等との連携を図り、企業
のニーズに応じた優秀な人材の確保に努めます。＜商工＞

実施

　○「とくしまジョブステーション」及び
　　「すだちくんハローワーク」の支援による就職率
　　　('17) － → ('19) ～('22) 45% 45% 45% 45% 45%

　○プロフェッショナル人材戦略拠点における成約件数
　　　('17) 28件→('19) ～('22) 年間30件

30件 30件 30件 30件 　○プロフェッショナル人材戦略拠点における成約件数
　　　('17) 28件→('19) ～('22) 年間40件

30件 30件 30件 40件

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画） 工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局

「自治体ポイント」が令和３年度で終了となることから、同ポイン
トに関する記載を削除し、県民が申請しやすい機会やサービス
の提供により、マイナンバーカードの取得を促進する。

引き続き、複数の技能を有する人材や、最新技術に対応できる
人材を育成していくため、ニューノーマルに対応した手法を活
用しながら事業を推進していく。

プロフェッショナル人材戦略拠点の体制拡充や、金融機関等の
関係機関との連携及び多様な形態でのマッチングの促進など
により、既に令和３年度の数値目標を達成した。企業の人材確
保を一層図るため、数値目標の上方修正を行う。

商工

政策

商工
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ターゲット４　「躍動とくしま・感動宝島」の実装　

　主要事業実施工程表（4-1 世界に誇る！「あわ文化」の創造と継承）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

492 4-1-2 188

● 「アニメの聖地徳島」として、世界にアニメ文化を発信
し、地域の活性化、観光誘客の促進を図るため、国内外の
アニメファンが集う「マチ★アソビ」と、徳島の特色を活
かした「ＬＥＤデジタルアート」との融合による「ナイト
タイムイベント」をＡＲ技術を活用して開催することによ
り、感染拡大防止に配慮しながら、新次元の「驚きと感動
体験」を実現します。（再掲）＜商工＞

開催
● 「アニメの聖地徳島」として、世界にアニメ文化を発信

し、地域の活性化、観光誘客の促進を図るため、国内外の
アニメファンが集う「マチ★アソビ」と、徳島の特色を活
かした「ＬＥＤデジタルアートイベント」を最新技術を活
用して開催することにより、感染拡大防止に配慮しなが
ら、新次元の「驚きと感動体験」を実現します。（再掲）
＜商工＞

開催

　○LEDデジタルアートとの融合によるナイトタイム
　　イベントの開催
　　　('20) 開催

　○LEDデジタルアートイベントの開催
　　　('22) 開催

493 4-1-2 188

● 世界的な盛り上がりを見せる「eスポーツ」を、徳島の新た
な文化として積極的に活用し、地域活性化と共生社会の実
現に向けた取組みを推進します。＜未来＞

推進

　○国体「eスポーツ」への選手派遣
　　　('19) ～('22) 派遣

　○「ｅスポーツ」徳島県知事杯の創設
　　　('19) 創設

　○全国規模の競技会・交流会の開催
　　　('22) 開催

新規
　○「ｅスポーツ」発信スペースの整備
　　（'22）開設

498 4-1-4 190

● 第一次世界大戦当時、収容所での人道的配慮からドイツ人
捕虜の自主的な活動が許され、ベートーヴェンの「第九」
全楽章アジア初演の地となるなど、交流と文化の華が開い
た「板東俘虜収容所」について、その記録物である「板東
俘虜収容所関係資料」のユネスコ「世界の記憶」（記憶遺
産）への登録を目指した取組みを徳島県と鳴門市が連携し
て行うとともに、同資料の重要性を日本全国、さらには世
界へ発信し、ふるさと徳島の魅力向上を推進します。＜未
来＞

準備 申請 登録 準備 申請 次期
申請
準備

　○ユネスコ「世界の記憶」（記憶遺産）への申請・登録
　　　　('21) 申請・('22) 登録

　○ユネスコ「世界の記憶」（記憶遺産）への申請・登録
　　　　('21) 申請・('22)次期申請準備

　○ユネスコ「世界の記憶」（記憶遺産）登録の気運醸成
   　に向けた普及啓発イベントの開催
   　　　('21) ～('22) 年間2回

2回 2回

　平成28年から「世界の記憶」登録申請の取組を進める中、平
成30年にユネスコの制度改革が開始し、申請受付が一時中断
したが、令和3年4月に新制度が決定され、複数国による共同
申請も含め、国内審査の対象となった。
　令和3年10月に、「日本ユネスコ国内委員会」に申請していた
が、今回、ユネスコ本部への推薦は見送られた。
　今後は、次期申請に向け、更なる調査・研究を深めることと
し、次年度の目標を「次期申請準備」に見直す。

未来

感染拡大防止に配慮しつつ、県内クリエイターの優れた作品の
発表機会を提供するとともに、多くの県民にデジタルアートに触
れ、関心を高めてもらう場として開催することで、将来の人材育
成に繋げる。

部局

商工

アミコビルへの青少年センター機能移転にあわせ、新たな機能
として「ｅスポーツ」のイベント開催や活動発表の場となるスペー
スを整備することとしており、見直しを行う。

未来

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要
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ターゲット４　「躍動とくしま・感動宝島」の実装　

　主要事業実施工程表（4-2 世界へ飛躍！「スポーツ王国とくしま」新次元の進化）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

501 4-2-1 191

● 3大国際スポーツ大会のキャンプ地誘致や、県内での競技大
会開催を、新型コロナウイルス感染症対策を講じつつ、積
極的に推進し、生涯スポーツの機運醸成や県内選手の競技
力向上はもとより、地域経済の活性化や国際交流の促進を
図ります。＜未来＞

推進

　○「ラグビーワールドカップ2019」における
　　事前チームキャンプ実施
　　　('19) 実施

　○「東京2020オリンピック・パラリンピック」
　　における事前キャンプの誘致数
　　　('17) －→('21) 6件

6件 6件

　○「ワールドマスターズゲームズ2021関西」
　　における県内での競技大会開催
　　　('22) 開催

　○「ワールドマスターズゲームズ」の2026年開催に
　　 向けた県内開催競技の機運醸成
        ('22) 推進

506 4-2-1 192

● 健康や環境にも好影響をもたらすサイクルスポーツのさら
なる振興を図るため、ニューノーマルに対応した県内ライ
ドイベントへの参加者の利便性向上及びツーリズムの推進
につながるサイクルトレインの運行や、様々なジャンルの
自転車等の展示・試乗等を行う「Tokushimaサイクルワー
ルド」の開催により、サイクリストの裾野拡大と自転車を
通じた徳島の魅力を発信し、「自転車王国とくしま」の充
実を図ります。＜未来＞

推進
● 健康や環境にも好影響をもたらすサイクルスポーツのさら

なる振興を図るため、ニューノーマルに対応した県内ライ
ドイベントへの参加者の利便性向上及びツーリズムの推進
につながる「サイクルバス」及びサイクルトレインの運行
や、様々なジャンルの自転車等の展示・試乗等を行う
「Tokushimaサイクルワールド」の開催により、サイクリ
ストの裾野拡大と自転車を通じた徳島の魅力を発信し、
「自転車王国とくしま」の充実を図ります。＜未来＞

推進

　○サイクルトレインの運行
　　　('19) ～('22) 運行

　○サイクルトレイン・サイクルバスの運行
　　　('19) ～('22) 運行

　○「Tokushimaサイクルワールド」の開催
　　　('19) 開催

508 4-2-2 192

● 本県の競技力向上を図るため、団体競技の強化や「お家
芸」の復活、優秀な選手・指導者の確保、接戦を勝ち抜く
サポート体制の構築、本大会を想定した競技備品の整備な
ど、抜本的な対策を戦略的かつ重点的に展開します。さら
に、関係機関・団体により構成される「徳島県国体飛躍対
策本部」を中心として、有効な対策をタイムリーに実施し
ます。＜未来＞

推進
● 本県の競技力向上を図るため、団体競技の強化や「お家

芸」の復活、優秀な選手・指導者の確保、接戦を勝ち抜く
サポート体制の構築、本大会を想定した競技備品の整備な
ど、抜本的な対策を戦略的かつ重点的に展開します。さら
に、関係機関・団体により構成される「徳島県国体飛躍対
策本部」を中心として、ニューノーマルに対応した有効な
対策をタイムリーに実施します。＜未来＞

推進

　○国民体育大会天皇杯順位
　　　('17) 46位→('19) ～('22) 毎年30位台 30位台 30位台 30位台 30位台

　○元オリンピック選手等によるジュニア選手の指導
　　　('19) ～('22) 実施

未来

未来

未来
アフターコロナを見据え、感染状況に応じ練習会、講習会の参
加人数を制限するなどニューノーマルに対応した事業の実施に
努める。

更なる自転車の利用促進を図るため、新たに導入した「サイク
ルバス」の活用についても目標に追加する。

○「ワールドマスターズゲームズ２０２１関西」における県内での
競技大会開催
１０月２６日に開催されたワールドマスターズゲームズ２０２１関
西組織委員会理事会において，大会を２０２６年に延期する方
向で調整していくことが公表されたため目標を修正する。

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標
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ターゲット４　「躍動とくしま・感動宝島」の実装　

　主要事業実施工程表（4-4 共生社会の実現！障がい者スポーツ・芸術文化の深化）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

517 4-4-1 196

● 「障がい者交流プラザ」をニューノーマルに対応させて有
効活用し、障がいのある人もない人もスポーツや芸術・文
化活動等を通じて、社会参加と交流を促進します。
＜保健＞

推進
● 「障がい者交流プラザ」において、感染症対策を徹底しつ

つ、オンラインを活用した講座等を導入することにより、
ニューノーマルへの対応と、障がいの有無に関わらずス
ポーツや芸術・文化活動等を通じた新たな交流を促進しま
す。
＜保健＞

推進

　○「障がい者交流プラザ」の利用者数
　　　('17) 138,511人→('21) ～('22) 年間9万人 14万人 14万人 9万人 9万人

　○「障がい者交流プラザ」の貸出施設稼働率
　　　('17) 63.9％→('22) 65％ 64% 65%

保健

　障がい者交流プラザの新型コロナの感染症対策に十分配慮
するとともに、プラザ内で実施している視聴覚障がい者支援セ
ンター講座等においては、これまでの対面形式に加え、オンラ
インでの実施手法を導入するなど、利用者増加のための取組
を強化し、目標達成を目指す。

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局
（改善見直し案）

主要事業の概要・数値目標
番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

１ 障がい者スポーツ・芸術文化の振興主要指
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ターゲット４　「躍動とくしま・感動宝島」の実装　

　主要事業実施工程表（4-5 新次元！文化スポーツ施設「グレードアップ戦略」の展開）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

530 4-5-3 198

● 本県の競技力向上につなげるため、国際スポーツ大会を契
機として国内に蓄積された最先端の医科学知見に基づくサ
ポートに関するノウハウを積極的に導入し、アスリート・
医科学サポート体制の強化を推進します。＜未来＞

推進
本県の競技力向上につなげるため、国際スポーツ大会を契
機として国内に蓄積された最先端の医科学知見に基づくサ
ポートに関するノウハウを積極的に導入し、ニューノーマ
ルに対応したアスリート・医科学サポート体制の強化を推
進します。＜未来＞

推進

　○アスリート・医科学サポートに関する講習会等の
　　開催件数
　　　('17) －→('22) 15件

12件 13件 14件 15件

アフターコロナを見据え、参加人数を制限するなどニューノーマ
ルに対応した事業の実施に努める。

未来

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標
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ターゲット５　「循環とくしま・持続社会」の実装　

　主要事業実施工程表（5-1 脱炭素社会実現へ！「緩和策」と「適応策」の推進）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

新規 5-1-1

● 県の地球温暖化・脱炭素対策を戦略的に推進するため、
「県版・脱炭素ロードマップ」を策定し、「2050年
カーボンニュートラル」実現に極めて重要な「2030年
度目標」達成を確実なものとします。
＜危機＞

策定 推進 　　「徳島県気候変動対策推進計画（緩和編）」
　　「自然エネルギー立県とくしま推進戦略」
　　「徳島県水素グリッド構想」
など、県の地球温暖化・脱炭素対策を戦略的に推進するため、
重点施策や具体的な取組み・行程を取りまとめた「県版・脱炭
素ロードマップ」を策定し、「2050年カーボンニュートラル」実現
に極めて重要な「2030年度目標」達成を確実なものとする。

危機

535 5-1-1 203

● 省エネルギー対策を推進するため、県管理道路における道
路照明灯等のＬＥＤ化を推進します。（再掲）＜県土＞ 推進

　○あわ産ＬＥＤ道路照明灯（橋梁照明、トンネル照明を
　　除く）の設置割合（累計）
　　　('17) 12％→('22) 32％ 19% 23% 27% 32%

  ○あわ産ＬＥＤ道路照明灯（橋梁照明、トンネル照明を
       除く）の設置割合（累計）
　　　('17) 12％→('22) 61％ 19% 23% 27% 61%

542 5-1-3 204

● 「環境首都とくしま・未来創造憲章」に掲げる行動指針
「食物の恵みに感謝し、食材を無駄なく使い、食べ残しは
やめましょう」に基づき、「食品ロスの削減」に向けた取
組みを推進します。＜危機＞

推進

　○「食品ロス削減全国大会」の開催
　　　('19) 開催

　○食品ロス削減の啓発活動の実施数（累計）
　　　('17) 11件→('22) 60件 30件 40件 50件 60件

○食品ロス削減の啓発活動の実施数（累計）
　　　('17) 11件→('22) 100件 30件 40件 50件 100件

　○「とくしま食べきるんじょ協力店」
　　登録店舗数（累計）
　　　('17) －→('22) 90店舗 60店舗 70店舗 80店舗 90店舗

　○「食品ロス削減モデル」の構築
　　　('21) 構築

　○小中学生に対する「食品ロス削減」啓発人数
　　（累計）
　　　('17) －→('22) 7,500人

6,000人 7,500人

令和３年度の実績見込みが目標値を大きく上回ると推計される
ため、成果・効果の更なる向上を目指し、食品ロス削減の啓発
活動の実施数（累計）の目標値を上方修正する。

危機

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

部局
（改善見直し案）

主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要

県土

　国の「防災・減災・国土強靱化のための５か年加速化対策」の
施策により、道路照明灯のＬＥＤ化事業を促進した結果、令和３
年度の実績見込みが目標値を大きく上回ると推計されるため、
成果・効果の更なる向上を目指し、道路照明灯等のＬＥＤ化に
ついて、目標を上方修正する。
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ターゲット５　「循環とくしま・持続社会」の実装　

　主要事業実施工程表（5-2 新時代を先導！再生可能エネルギーの社会実装）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

552 5-2-1 206

● 農村地域において、自然エネルギーを有効活用するため、
農業水利施設を活用し、「クリーンエネルギーの地産地
消」を促進することにより、地域の活性化を図ります。
＜農林＞

推進
● 農村地域において、自然エネルギーを有効活用するため、

施設管理者への更なる普及啓発や導入に係る情報提供を行
い、農業水利施設を活用し、「クリーンエネルギーの地産
地消」を促進することにより、地域の活性化を図ります。
＜農林＞

推進

　○小水力発電施設整備モデル地区数（累計）
　　　('17) －→('22) 4地区 1地区 2地区 3地区 4地区

561 5-2-2 208

● 次世代エコカー（EV、FCV、PHV等）の優れた蓄電・発
電機能が災害時の非常用電源として有効活用できることに
ついて、広く県民の理解を深め、普及拡大に繋げるため、
積極的な取組みの推進を図ります。（再掲）＜危機＞

推進

　○イベントにおけるエコカーを活用した給電に関する
　　啓発活動の実施数（累計）
　　　('17) 4件→('22) 30件

15件 20件 25件 30件
　○イベントにおけるエコカーを活用した給電に関する
　　啓発活動の実施数（累計）
　　　('17) 4件→('22) 40件 15件 20件 25件 40件

危機

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

農林

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局

発電施設導入にあたっては、施設管理者の意識醸成と導入に
向けた気運を高めることが重要であることから、更なる普及啓
発を進めるとともに、導入に係る情報提供を行う。

令和３年度の実績見込みが目標値を大きく上回ると推計される
ため、成果・効果の更なる向上を目指し、エコカーを活用した給
電に関する啓発活動実施数の目標数値について上方修正す
る。
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ターゲット５　「循環とくしま・持続社会」の実装　

　主要事業実施工程表（5-3 自然との共生！「生物多様性とくしま戦略」の展開）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

563 5-3-1 209

● プラスチックごみ削減を推進するため、「とくしま環境県
民会議」をはじめ、市町村や民間企業等と連携して、「マ
イバッグ」や「マイボトル」の普及促進を図るとともに、
プラスチックごみ削減に積極的に取り組む事業者を認定す
ることにより、事業者意識の変革を図ります。
また、「『プラごみゼロ』とくしまスマート宣言」に賛同
する、「私たちのプラごみゼロ宣言」者数の拡大により
「県民総ぐるみ」で「プラスチックごみ問題」に取り組む
意識の醸成を図ります。
さらに、プラスチック代替製品の普及を図るため、産学官
連携の「研究会」を新たに設置し、事業者の取組みを積極
的に支援します。＜危機＞

推進

　○マイ「バック＆ボトル」キャンペーン参加人数
　　（累計）
　　　('17) 7,920人→('22) 12,500人

9,500人 10,500
人

11,500
人

12,500
人

○マイ「バック＆ボトル」キャンペーン参加人数
　　（累計）
　　　('17) 7,920人→('22) 1９,500人

9,500人 10,500
人

11,500
人

19,500
人

　○プラスチックごみ削減事業者数（累計）
　　　('17) －→('22) 50事業者 10

事業者
20
事業者

35
事業者

50
事業者

 　○「私たちのプラごみゼロ宣言」宣言者数（累計）
　　　('17) －→('22) 500宣言

400
宣言

500
宣言

571 5-3-2 210

● 環境に関する高い意識と行動規範・実践力を持つ人材を養
成するため、幼児から大人までの幅広い世代の県民を対象
とし、「環境首都とくしま・未来創造憲章」及び「キッズ
バージョン」を積極的に活用するとともに、デジタル出前
授業や講座を実施するなど、ニューノーマルに対応した環
境教育・環境学習等を実施します。＜危機＞

推進

　○「とくしま環境学講座」及び「親子環境学習教室」
　　受講者数（累計）
　　　('17) 2,749人→('22) 9,100人 5,500人 6,700人 7,900人 9,100人

　○「とくしま環境学講座」及び「親子環境学習教室」
　　受講者数（累計）
　　　('17) 2,749人→('22) 10,900人 5,500人 6,700人 7,900人 10,900

人

576 5-3-2 211

● 「徳島県公共事業環境配慮指針」、「徳島県田園環境配慮
マニュアル」等に基づき、自然環境に配慮した公共事業を
推進します。＜農林・県土＞

推進

　○自然環境調査に基づく事業計画策定地区数（累計）
　　　('17) 61地区→('22) 66地区 63地区 64地区 65地区 66地区

　○自然環境調査に基づく事業計画策定地区数（累計）
　　　('17) 61地区→('22) 76地区

63地区 64地区 65地区 76地区

586 5-3-3 212

● 全国に誇れる「徳島きれいな水環境」の創造に向け、「と
くしま浄化槽連絡協議会」において、浄化槽の普及や適正
な維持管理の推進に向けた課題解決に取り組み、生活排水
対策を推進します。＜県土＞

推進
● 全国に誇れる「徳島きれいな水環境」の創造に向け、

「とくしま浄化槽連絡協議会」において、民間事業者と
連携した浄化槽の普及や適正な維持管理の推進など、官
民協働で課題解決に取り組み、生活排水対策を推進しま
す。＜県土＞

推進

　○汚水処理人口普及率
　　　('17) 60％→('22) 72％ 66% 68% 70% 72%

　○市町村設置型浄化槽の設置基数（累計）
　　　('17) 868基→('22) 1,400基 1,080基 1,190基 1,290基 1,400基

　○県管理施設の合併処理浄化槽転換基数（累計）
　　　('17) －→('22) 81基 41基 54基 72基 81基

　○下水道へのし尿投入事業着手市町村数（累計）
　　　('17) －→('22) 4市町村 1市町村 2市町村 3市町村 4市町村

　○農業集落排水処理施設の
　　保全（機能強化）着手地区数（累計）
　　　('17) 13地区→('22) 19地区 14地区 15地区 17地区 19地区

農林・
県土

危機

危機

　「とくしま浄化槽連絡協議会」を通して合併処理浄化槽の普及
につながる販売事業者と一体となった啓発活動の実施や，環
境保全団体と連携した「出前講座」や「勉強会」の開催をはじ
め，適正な維持管理につながる浄化槽の保守点検の事業者に
よる協同組合の設立や，適正に維持管理を実施している方へ
の民間事業者による効果的な動機付けの方策について検討を
行うなど，地域における様々な課題解決に官民協働で取り組ん
でいる。

県土

令和3年度の実績見込みが目標値を大きく上回ると推計される
ため、自然環境に配慮した公共事業の更なる推進を目指し、
「自然環境調査に基づく事業計画策定地区数（累計）」の目標
数値について上方修正する。

令和３年度の実績見込みが目標値を大きく上回ると推計される
ため、成果・効果の更なる向上を目指し、「とくしま環境学講座」
及び「親子環境学習教室」受講者数（累計）について、数値目
標を上方修正する。

令和３年度の実績見込みが目標値を大きく上回ると推計される
ため、成果・効果の更なる向上を目指し、マイ「バック＆ボトル」
キャンペーン参加人数（累計）の数値目標を上方修正する。

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局
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ターゲット５　「循環とくしま・持続社会」の実装　

　主要事業実施工程表（5-4 徳島発！持続可能な行政手法の発信）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

602 5-4-1 216

● 「徳島県過疎対策研究会」において、過疎地域の現状と課
題の分析を行うとともに、地域の実情に即した過疎対策を
検討し、「新過疎法」制定に向けた取組みを推進します。
また、新法が制定された後には、関係市町村と連携し、過
疎地域の持続的発展に向けた施策を積極的に展開します。
＜政策＞

推進
● 「徳島県過疎対策研究会」において、過疎地域の現状と課

題の分析を行うとともに、地域の実情に即した過疎対策を
検討し、「新過疎法」制定に向けた取組みを推進します。
また、新法施行後は、「徳島県過疎地域持続的発展方針及
び計画（令和3年度～令和7年度）」に基づく施策を展開し
ます。＜政策＞

推進

　○「徳島県過疎対策研究会」報告書取りまとめ
　　　('19) 報告書

　○「新過疎法制定」に向けた政策提言等の実施
　　　('19) ('20) 提言

603 5-4-2 216

● 徳島の注目度をアップさせ、県勢の発展につなげるため、
利便性の高い広報媒体を有機的・効果的に活用し、ター
ゲットに応じた情報発信を行うとともに、ダイバーシティ
の視点に立った戦略的な広報を展開します。
また、県民からの提言等を積極的にくみ取り、県の施策に
反映します。＜経営＞

推進
徳島の注目度をアップさせ、県勢の発展につなげるため、
各種広報媒体を活用し、連動性を持たせた有機的・効果的
な情報発信を行うとともに、ダイバーシティの視点に立っ
た戦略的な広報を展開します。
また、県民からの提言等を積極的にくみ取り、県の施策に
反映します。＜経営＞

推進

　○「徳島県ＳＮＳ
※
」利用登録数

　　　('17) 130,000件→('22)426,000件 142,000
件

148,000
件

414,000
件

426,000
件

　○「徳島県ＳＮＳ
※
」利用登録数

　　　('17) 130,000件→('22)446,000件 142,000
件

148,000
件

414,000
件

446,000
件

　○外国語コンテンツの充実発信
　　　('19) 実施

　○海外向けＳＮＳ広告の導入
　　　('19) 導入

　○県民密着型テーマによるケーブルテレビ番組の
　　制作・放送
　　　('19) 制作・放送

　○5G時代に向けた職員によるVR動画の制作・発信
　　('19) 制作・発信

621 5-4-3 218

● 自動車関係ワンストップサービス開始に向けて、電子収納
基盤の整備を図るとともに、税外収入についてもコンビニ
収納・スマホ決済などの多様な納付手段を構築すること
で、県民の利便性向上及びキャッシュレス化を推進しま
す。＜出納＞

推進

　○税外収入のコンビニ収納・スマホ決済などの多様な
     納付手段の構築
　　   ('21) 構築

　○税外収入のコンビニ収納・スマホ決済などの多様な
　　収納手段の運用
　　   ('21) 構築
　　   ('22) 運用

623 5-4-4 219

● 公有財産の有効活用を図り、地域の社会貢献活動や経済活
動に資するため、「県有施設空きスペース」の貸付や「未
利用財産」の公募による貸付、既存施設の「転用」や「再
生」による利活用を行います。＜経営＞

推進

　○既存ストック有効活用事例数（累計）
　　　('17) 33件→('22) 42件 42件

　○既存ストック有効活用事例数（累計）
　　　('17) 33件→('22) 46件 46件

出納

経営

政策

令和３年度において、キャッシュレス決済に向けての構築を
行い、令和４年4月よりキャッシュレス決済の運用を開始する
ため。

　令和３年度の実績見込みが目標値を上回ると推測されるため，
成果の更なる向上を目指し，既存ストックの有効活用事例数の目
標数値について上方修正する。

経営

　本県の広報戦略として、新聞、テレビ・ラジオ放送、県HPや
SNSなど、様々な広報媒体を活用し、連動性を持たせた効果的
な情報発信や、必要とされる方へ必要な情報が届くよう、ダイ
バーシティの視点に立った広報を展開するとともに、令和3年度
の実績見込みが目標値を大きく上回ると推計されるため、「徳
島県SNS」利用登録数を上方修正する。

本年４月に新たな過疎法となる「過疎地域の持続的発展の支
援に関する特別措置法」が施行されたことに伴い、新過疎法の
規定により策定した「徳島県過疎地域持続的発展方針及び計
画（令和3年度～令和7年度）に基づく施策の展開」を追記する
もの。

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局

27



ターゲット５　「循環とくしま・持続社会」の実装　

　主要事業実施工程表（5-4 徳島発！持続可能な行政手法の発信）

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

628 5-4-5 220

● NPO・ボランティア活動など県民の参加と協働による共助
社会の実現に向け、「とくしま県民活動プラザ」を拠点と
した社会貢献活動に対する総合的な支援や各種取組みを推
進します。＜未来＞

推進

　○「とくしま県民活動プラザ」の登録団体数
　　　('17) 532団体→('22) 580団体 535

団体
540
団体

575
団体

580
団体

　○「とくしま県民活動プラザ」の登録団体数
   ('17) 532団体→('22) 600団体 535

団体
540
団体

575
団体

600
団体

　○「ゆめバンクとくしま」への寄附金
　　を活用した助成件数
　　　('17) 10件→('19) ～('22) 年間10件 10件 10件 10件 10件

　○アドプト・プログラム登録団体数
　　　('17) 729団体→('22) 790団体以上 730

団体
730
団体

790
団体

790
団体

631 5-4-5 220

● 共助社会づくりを推進するため、住民団体や企業等との協
働による公共施設の新たな維持管理への取組みを進めま
す。＜県土＞

推進

　○官民協働型維持管理の参加団体数（累計）
         ('17) 79団体→('22) 95団体 83団体 87団体 91団体 95団体

　○官民協働型維持管理の参加団体数（累計）
         ('17) 79団体→('22) 115団体 83団体 87団体 91団体 115団体

　道路・河川管理者が行っていた除草について、地域の皆様の
協力を得て官民協働型維持管理に移行したことにより目標を
大幅に上回る増加となったことから、官民協働型維持管理の取
組みをさらに推進するため、参加団体数を上方修正する。

県土

未来
令和３年度の「とくしま県民活動プラザ」の登録団体数見込み
が目標値を上回ると推計されるため、「とくしま県民活動プラ
ザ」の登録団体数の数値目標を上方修正する。

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標
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